
を1.2倍などで視聴するなど、学習時間捻出の工夫も必要！

③ 「合格答練」「模試」の時期は、毎日１回分の総合問題を解答するのが目標。間違えた箇所を繰り返し、次は間違えないことが重要。

合格答練終了後は解答時間も意識して！苦手な分野や時間が掛かってしまうところは自分専用の苦手ノートを作るのもおススメ。

　【通信講座　２級パーフェクトコース】　学習スケジュール作成のすすめ

講座名称・科目・回数 受講日 講座名称・科目・回数 受講日

モデルスケジュール　＜週３回＞ 学習期間：約70日間

学習指針 ① 短期合格を目指す。インプット期は講義回数も多いので、各回の日程よりは週何回というペースで計画した方が学習を継続しやすい。

②「完全マスター講座」「ブリッジ演習講座」は週３回ペースで受講する。下記モデルは「商簿」から「工簿」へと各科目に集中したパターン。

復習は、通勤・通学時間やお昼休みなどを利用する。復習の内容は、テキストの読込み、仕訳暗記を中心に。通信受講の方は、講義スピード

46
完全マスター講座

商業簿記 1 10月 22日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 1 11月 26日  ( 日 ) 31

2 11月 26日  ( 日 ) 30

11月 26日  ( 日 )

45
完全マスター講座

商業簿記 2 10月 22日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記

12月 3日  ( 日 )

44
完全マスター講座

商業簿記 3 10月 22日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 3

12月 3日  ( 日 )

29

43
完全マスター講座

商業簿記 4 10月 29日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 4

12月 3日  ( 日 )

28

42
完全マスター講座

商業簿記 5 10月 29日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 5

7 12月 10日  ( 日 )

27

41
完全マスター講座

商業簿記 6 10月 29日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記

40
完全マスター講座

商業簿記 7 11月 5日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 25

39
完全マスター講座

商業簿記 8 11月 5日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 8 12月 10日  ( 日 ) 24

38
完全マスター講座

商業簿記 9 11月 5日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 9 12月 10日  ( 日 ) 23

37
完全マスター講座

商業簿記 10 11月 12日  ( 日 )
完全マスター講座

工業簿記 10 12月 17日  ( 日 ) 22

36
完全マスター講座

商業簿記 11 11月 12日  ( 日 )
※ さっくり講義の場合、「商業簿記」10回、「工業簿記」7回。

完全マスター講座
商業簿記 12 11月 12日  ( 日 )

34
完全マスター講座

商業簿記 13 11月 19日  ( 日 )

35

33
完全マスター講座

商業簿記 14 11月 19日  ( 日 )

32
完全マスター講座

商業簿記 15 11月 19日  ( 日 )

21 ブリッジ演習講座 1 12月 17日  ( 日 ) 復習日 12月 17日  ( 日 ) 20

19 ブリッジ演習講座 2 12月 17日  ( 日 ) 復習日 12月 17日  ( 日 ) 18

17 予備日 2 12月 18日  ( 月 ) ←「インプット講義終了」目標日

16 合格答練 1 12月 19日  ( 火 ) 復習日 12月 19日  ( 火 ) 15

14 合格答練 2 12月 20日  ( 水 ) 復習日 12月 20日  ( 水 ) 13

12月 21日  ( 木 ) 1112 合格答練 3 12月 21日  ( 木 ) 復習日

10 合格答練 4 12月 22日  ( 金 ) 復習日 12月 22日  ( 金 ) 9

8 合格答練 5 12月 23日  ( 土 ) 復習日

56 公開模擬試験 12月 24日  ( 日 ) 復習日 12月 24日  ( 日 )

Web模試 12月 25日  ( 月 )

3 総復習期間 12月 26日  ( 火 )

4

12月 30日  ( 土 ) 2

総学習時間：約200時間 ※総学習時間は目安となります。

総復習期間

12月 23日  ( 土 ) 7

266

↑この番号順に予定を立てましょう。ここからスタートです。例として12/31を検定日としています。

1 検定日 12月 31日  ( 日 )

※「商業簿記」と「工業簿記」の学習順について。
どちらを先に受講しても、または交互に受講しても問題はございませ
ん。片方を集中して学習すると進度管理がし易いなどのメリットがあ
る一方、その間もう片方の科目は学習しない（間が空いてしまう）と
いうデメリットもございます。
「完全マスター講座」の受講順番はご自身に合わせてご記入くださ
い。


